
　
2
0
2
5
年
医

療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
の
姿

を
目
指
し
た
改
革

の
準
備
が
、
着
々

と
進
め
ら
れ
て
い

る
。
医
療
の
機
能
分
化
を
図
る

第
二
歩
目
の
、
14
年
診
療
報
酬

改
定
が
行
わ
れ
た
。
協
会
が
廃

案
を
求
め
て
い
る
医
療
・
介
護

総
合
確
保
法
案
も
5
月
15
日
に

衆
議
院
本
会
議
を
通
過
。
参
院

で
は
厚
労
大
臣
が
本
法
案
に
用

い
た
論
拠
デ
ー
タ
を
撤
回
す
る

な
ど
、
法
案
自
体
の
正
当
性
が

問
わ
れ
る
事
態
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
期
内
の
成
立
を
目
論
ん

で
い
る
。

　
今
改
革
は
「
持
続
可
能
性
」

の
名
の
下
、
病
床
機
能
分
化
を

中
心
と
し
た
医
療
提
供
体
制
改

革
を
進
め
、
医
療
費
抑
制
の
た

め
の
病
床
削
減
・
平
均
在
院
日

数
短
縮
を
図
る
。
そ
の
一
方

で
、
受
け
皿
と
さ
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
も
、
要
支
援
者
に
対

す
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
給
付
か

ら
除
外
す
る
。
病
院
の
機
能
分

化
に
よ
っ
て
こ
ぼ
れ
落
ち
る
患

者
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
か
ら
除
外

さ
れ
る
利
用
者
は
「
互
助
」

で
、
あ
る
い
は
市
場
化
さ
れ
た

医
療
・
介
護
で
補
う
構
想
だ
。

　
こ
の
構
想
で
位
置
づ
け
ら
れ

る
開
業
医
像
が
、
在
宅
、
地
域

包
括
ケ
ア
、
あ
る
い
は
入
院
へ

と
患
者
を
ふ
る
い
わ
け
る
、
ど

ん
な
病
気
で
も
診
ら
れ
る
医

師
、
今
さ
か
ん
に
言
わ
れ
て
い

る「
総
合
診
療
専
門
医
」で
あ
る
。

　
多
く
の
開
業
医
は
病
院
勤
務

医
時
代
に
、
専
門
医
と
し
て
診

療
に
従
事
し
て
き
た
。
そ
う
し

た
経
験
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
、

開
業
後
、
一
定
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
医
の
役
割
を
担
い
つ
つ
専
門

外
の
疾
病
の
場
合
は
病
診
連

携
、
診
診
連
携
で
重
篤
化
を
防

い
で
き
た
。
単
科
の
専
門
医
と

し
て
開
業
し
た
場
合
で
も
そ
れ

は
同
じ
だ
。
病
気
の
重
篤
化
を

防
ぐ
と
い
う
こ
と
は
、
あ
る
程

度
医
療
費
の
高
騰
化
も
防
い
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
、
国
が
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
総
合

診
療
専
門
医
に
は
、
こ
う
し
た

こ
と
に
対
す
る
評
価
が
一
切
な

さ
れ
て
い
な
い
。

　
医
療
提
供
者
か
ら
も
患
者
か

ら
も
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る

総
合
診
療
専
門
医
の
必
要
性
を

否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。し
か

し
、国
の
提
唱
す
る
総
合
診
療

専
門
医
に
は
、公
的
な
医
療・福

祉
保
障
の
観
点
が
な
く
、
医
療

費
抑
制
の
た
め
だ
け
に
提
起
さ

れ
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
。こ

の
方
向
性
で
は
、医
療
の
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
、
自
由
開
業
医
制
も

否
定
さ
れ
か
ね
ず
、
国
民
皆
保

険
制
度
の
根
底
を
揺
る
が
す
。

　
ま
ず
は
今
の
地
域
開
業
医
に

対
し
て
正
当
な
評
価
が
な
さ

れ
、
そ
の
上
で
よ
り
良
質
な
医

療
を
提
供
す
る
た
め
の
総
合
診

療
専
門
医
制
度
が
議
論
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

地
域
開
業
医
に
対
す
る
正
当
な
評
価
を

　
泰
緬
鉄
道

は
、
ク
ワ
イ

河
橋
の
建
設

と
爆
破
を
描

い
た
映
画
「
戦
場
に
か
け
る

橋
」（
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
ン
監
督

57
年
）
を
ま
た
観
た
▼
ビ
ル
マ

国
境
近
く
タ
イ
山
中
の
日
本
軍

の
捕
虜
収
容
所
で
所
長
斎
藤
大

佐（
早
川
雪
洲
）は
、
人
手
不
足

か
ら
将
校
に
ま
で
建
設
労
働
を

強
制
す
る
が
、
捕
虜
の
隊
長
ニ

コ
ル
ソ
ン
中
佐（
Ａ
・
ギ
ネ
ス
）

は
、
頑
固
一
徹
の
典
型
的
英
国

軍
人
で
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
を
盾

に
断
り
、
他
の
将
校
と
懲
罰

的
・
虐
待
的
対
応
を
受
け
る
。

完
成
期
限
切
迫
か
ら
所
長
は
妥

協
し
、
ニ
コ
ル
ソ
ン
も
納
得
し

て
現
場
に
立
つ
と
、
英
軍
将
校

の
技
術
的
協
力
も
得
ら
れ
、
工

事
は
着
実
に
進
行
す
る
▼
そ
の

後
、
脱
走
し
た
米
軍
水
兵
シ

ア
ー
ズ（
Ｗ・ホ
ー
ル
デ
ン
）を

道
案
内
に
、
英
軍
の
爆
破
隊
が

完
成
し
た
橋
を
通
過
列
車
も
ろ

共
に
破
壊
す
る
。
ニ
コ
ル
ソ
ン

は
橋
へ
の
愛
着
か
ら
、
友
軍
を

妨
害
す
る
利
敵
行
為
に
走
る
の

が
何
と
も
切
な
い
▼
Ｐ
・
ブ
ー

ル
の
原
作
で
、
捕
虜
へ
の
懲

罰
・
虐
待
は
、
実
体
験
を
基
に

描
か
れ
、「
戦
争
で
あ
っ
て
も
国

際
的
ル
ー
ル
を
守
れ
ば
捕
虜
は

死
な
ず
に
済
ん
だ
は
ず
」「
な

ぜ
、
日
本
人
は
あ
ん
な
に
不
必

要
に
残
酷
な
仕
打
ち
を
し
た
の

か
？
」「
日
本
人
看
守
は
、ど
う

思
っ
て
僕
た
ち
を
あ
ん
な
に

殴
っ
た
の
だ
？
」「
な
ぜ
、日
本

政
府
は
、
お
詫
び
で
は
な
く
、

公
式
な
ア
ポ
ロ
ジ
ー
と
あ
る
程

度
の
額
の
補
償
を
し
な
い
の

か
？
」と
、納
得
で
き
ぬ
疑
問
と

要
求
が
呈
さ
れ
る
。
戦
争
中
で

も
如
何
に
法
と
秩
序
を
維
持
し

て
共
生
す
る
か
？　
見
識
が
問

わ
れ
る
物
語
で
あ
る
。 （
卯
蛙
）

国
の
構
想
読
み
解
く

　
講
演
会
は
吉
村
陽
理
事
の
司

会
で
進
行
。
垣
田
理
事
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
、
佛
教
大
学

教
授
の
岡
﨑
祐
司
氏
が
講
演
し

た
。
岡
﨑
氏
は
膨
大
な
資
料
か

ら
、
国
の
地
域
完
結
型
医
療
の

本
当
の
意
味
に
言
及
。
医
療
機

関
再
編
成
を
念
頭
に
、
非
営
利

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

方
式
で
の
医
療
法
人
の
大
規
模

化
で
「
医
療
・
介
護
メ
ガ
事
業

体
」
を
誕
生
さ
せ
、
地
域
を
丸

ご
と
託
す
構
想
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
「
医
療
産
業
化
」
の
道

筋
に
つ
な
が
る
と
し
た
。
診
療

所
を
メ
ガ
事
業
体
へ
属
さ
せ
て

「
緩
や
か
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

機
能
」
を
担
わ
せ
る
可
能
性
に

も
言
及
し
、
提
供
体
制
改
革
か

ら
総
合
診
療
専
門
医
に
至
る
政

策
展
開
を
読
み
解
い
た
。
そ
の

上
で
、
か
か
り
つ
け
医
は
必
要

だ
が
、
患
者
は
あ
て
が
い
を
望

ん
で
い
な
い
。
医
師
・
患
者
の

信
頼
関
係
そ
の
も
の
は
、
制
度

的
枠
組
み
で
構
築
で
き
る
も
の

で
な
く
、
保
険
診
療
の
保
障
を

前
提
に
患
者
自
ら
が
か
か
り
つ

け
医
と
出
会
う
ア
ク
セ
ス
を
支

え
る
仕
組
み
こ
そ
必
要
だ
。
医

師
の
役
割
は
「
地
域
の
科
学

者
」
で
あ
り
、
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
で
は
な
い
。
専
門
を
極
め

て
開
業
す
る
日
本
の
医
師
だ
か

ら
こ
そ
、
患
者
は
信
頼
し
選
択

で
き
る
と
強
調
し
た
。
さ
ら
に

講
演
を
受
け
、
草
田
英
嗣
理
事

（
上
京
東
部
医
師
会
）
が
現
場

視
点
か
ら
の
法
案
解
説
を
ス
ラ

イ
ド
に
ま
と
め
て
報
告
し
た
。

現
場
へ
の
影
響
深
刻

　
続
い
て
臨
床
現
場
か
ら
の
報

告
。
最
初
に
鈴
木
卓
副
理
事
長

が
今
次
診
療
報
酬
改
定
を
解
説

し
、
提
供
体
制
改
革
が
地
域
医

療
を
揺
る
が
し
て
い
る
と
指
摘
。 　

次
に
、「
川
上
の
改
革
」
に

あ
る
病
院
勤
務
医
と
し
て
、
松

原
為
人
氏
（
京
都
民
医
連
中
央

病
院
副
院
長
）
が
報
告
。
改
定

で
の
7
対
1
の
動
向
か
ら
、
病

床
機
能
報
告
制
度
等
を
俯
瞰
し

つ
つ
、
総
合
診
療
専
門
医
構
想

に
も
言
及
し
、
病
院
が
立
た
さ

れ
る
岐
路
の
意
味
を
鮮
明
に
解

説
し
た
。

　
「
川
下
の
改
革
」
に
位
置
す

る
立
場
か
ら
、
郡
部
・
都
市
部

の
診
療
所
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
報

告
。
郡
部
で
開
業
す
る
医
師
と

し
て
柳
澤
衛
氏
（
相
楽
医
師

会
）
が
、
過
疎
化
で
地
域
完
結

が
遠
ざ
か
る
実
態
を
無
視
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の
矛
盾
を

指
摘
。
都
市
部
か
ら
は
眼
科
専

門
開
業
の
草
田
理
事
が
報
告
。

自
ら
の
開
業
に
至
る
経
緯
を

語
っ
た
上
で
、
専
門
的
修
練
を

積
ん
だ
医
師
が
開
業
し
、
連
携

し
て
地
域
医
療
を
支
え
る
現
状

こ
そ
正
し
く
評
価
さ
れ
る
べ
き

と
訴
え
た
。
そ
し
て
、
富
め
る

者
の
た
め
の
医
療
が
表
出
し
、

国
民
皆
保
険
制
度
が
危
機
に
あ

る
中
、
強
者
で
あ
れ
弱
者
で
あ

れ
、
同
じ
高
い
水
準
の
医
療
が

保
障
さ
れ
る
皆
保
険
を
守
ろ
う

と
呼
び
か
け
た
。

懸
念
や
怒
り
が
続
々
と

　
講
演
・
報
告
後
は
会
場
か
ら

の
意
見
を
受
け
た
。
地
区
医
師

会
の
立
場
か
ら
山
下
琢
下
京
西

部
医
師
会
長
が
発
言
。
そ
の
他

に
も
厳
し
い
実
態
報
告
や
国
の

改
革
へ
の
怒
り
が
発
言
さ
れ
た
。

　
※
当
日
の
動
画
は
保
険
医
専

用
サ
イ
ト（
欄
外
参
照
）で
閲
覧

可
能

　
協
会
は
5
月
25
日
、
会
員
向
け
講
演
会
「
大
転
換
す
る
医
療
制
度
―
医
療
者
は
ど
う
生
き
る

か
」
を
開
催
。
医
療
・
介
護
総
合
確
保
法
案
に
よ
る
提
供
体
制
改
革
で
、
制
度
の
大
転
換
が
狙

わ
れ
、
今
次
診
療
報
酬
改
定
で
2
0
2
5
年
に
向
け
た
病
床
機
能
分
化
・
地
域
包
括
ケ
ア
推
進

が
打
ち
出
さ
れ
た
。
今
講
演
会
は
、
今
日
の
提
供
体
制
改
革
の
本
質
的
理
解
と
臨
床
現
場
か
ら

の
意
見
交
流
を
目
的
に
開
催
し
た
。（
詳
細
は
後
日
掲
載
）

提供体制改革の本質に迫った講演会の発言者ら

講演会「大転換する医療制度」を開催
医療者はどう生きるか
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主な内容

診
療
報
酬
改
定
こ
う
み
る（
精
神
科
）
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学
習
会
で
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い
の
ち
に
関
わ
る
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子
育
て
支
援
医
療 

各
地
で
拡
充 

（
4
面
）

第67回 定期総会
日時

場所

内容

7月27日 日  午後 1 時～午後 7 時頃
ホテルグランヴィア京都 3F「源氏の間」

① 2013年度活動報告ならびに決算報告
② 2014年度活動方針（案）ならびに予算（案）
③ 規約改正（案）

（会員：1,000円、家族・従事者：5,000円）

演 題　「言葉の力」
講 師　京都産業大学総合生命科学部教授
 歌人・京都大学名誉教授 永田 和宏 氏

2. 講演会 午後 3 時10分～ 4 時50分

3. 懇親会 午後 5 時～ 7 時頃

1. 第67回定期総会 午後 1 時～ 3 時

同志社大学応援団による華やかなパフォーマンス。
ブラスバンドの演奏で盛り上げます。

第187回定時
代議員会合併

JR京都駅
中央口（ ）

チアリーディング・ワイン
テイスティング・福引き（ ）



　
今
回
の
改
定
で
は
「
児
童
精

神
」
の
精
神
療
法
の
評
価
と
、

か
ね
て
よ
り
問
題
視
さ
れ
て
い

た
「
多
剤
投
与
」
へ
の
減
算
が

目
立
っ
た
。

　
児
童
精
神
（
20
歳
未
満
）
に

関
す
る
通
院
・
在
宅
精
神
療
法

に
つ
い
て
は
当
該
医
療
機
関
の

初
診
か
ら
1
年
以
内
に
限
り
、

20
歳
未
満
加
算
が
2
0
0
点
か

ら
3
5
0
点
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
。た
だ
し
、「
必
要
に
応
じ
て

児
童
相
談
所
等
と
連
携
し
、
保

護
者
等
へ
適
切
な
指
導
を
行
っ

た
上
で
」
と
の
付
則
が
あ
り
、

発
達
障
害
な
ど
へ
の
積
極
的
対

応
を
意
識
し
た
改
定
と
も
読
み

取
れ
る
。
な
お
、
付
則
に
つ
い

て
は
「
必
要
に
応
じ
て
」
と
あ

り
、
当
座
に
連
携
や
指
導
を

行
っ
て
い
な
く
と
も
加
算
が
で

き
る
と
し
て
い
る
。

　
「
多
剤
投
与
」の
減
算
に
つ
い

て
は
前
回
の
改
定
時
に
既
に
今

回
の
改
定
の
布
石
と
し
て
「
抗

不
安
薬
又
は
睡
眠
薬
を
3
剤
以

上
処
方
し
た
場
合
」
に
精
神
科

継
続
外
来
支
援
・
指
導
料
が
11

点
減
算
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は

さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
減
算
対
象

薬
剤
が
「
3
種
類
以
上
の
抗
不

安
薬
、3
種
類
以
上
の
睡
眠
薬
、

4
種
類
以
上
の
抗
う
つ
薬
、
4

種
類
以
上
の
抗
精
神
病
薬
、の

い
ず
れ
か
」
と
な
っ
た
。
こ
の

多
剤
投
与
を
行
っ
た
場
合
の
減

算
内
容
は
「
精
神
科
継
続
外
来

支
援
・
指
導
料
が
算
定
不
可
」

「
処
方
せ
ん
料
が
30
点
に
減
算
」

「
処
方
料
が
20
点
に
減
算
」
さ

ら
に
「
薬
剤
料
が
1
0
0
分
の

80
に
減
算
」
す
る
と
い
う
か
な

り
厳
し
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
、
多
剤
投
与
で
あ
っ
て
も
減

算
し
な
い
除
外
規
定
が
あ
り
、

紙
面
の
関
係
で
記
載
し
な
い
が

確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ

ら
に
こ
の
多
剤
投
与
に
関
し
て

は
こ
の
6
月
分
の
多
剤
投
与
者

数
に
関
す
る
報
告
書
を
7
月
に

地
方
厚
生
局
に
届
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
種
々
の
通
達
に

留
意
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
実

施
は
準
備
期
間
等
の
配
慮
か
ら

10
月
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
5
月
に
な
っ
て
厚
労
省

か
ら
精
神
科
病
床
の
大
幅
削
減

と
い
う
発
表
が
な
さ
れ
た
。
先

進
諸
国
に
比
べ
て
精
神
科
病
床

が
過
剰
と
い
う
内
外
か
ら
の
長

年
の
指
摘
を
具
体
的
に
解
消
す

べ
く
動
き
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
回
の
改
定
で
は
そ
の
前

提
と
し
て
「
入
院
期
間
短
縮
、

長
期
入
院
患
者
の
地
域
移
行
促

進
・
定
着
、
認
知
症
対
策
」
な

ど
に
配
分
の
重
き
が
置
か
れ
て

お
り
、
現
時
点
で
は
医
師
配
置

等
の
現
実
性
は
と
も
か
く
精
神

科
病
院
に
は
プ
ラ
ス
改
定
に

な
っ
た
と
す
る
論
評
が
多
い
。

し
か
し
、
特
に
地
域
移
行
の
受

け
皿
に
な
る
態
勢
整
備
な
ど
の

不
備
が
多
く
、
今
後
、
精
神
科

医
療
全
般
に
波
乱
に
富
む
流
れ

が
生
ま
れ
、
か
つ
て
な
い
パ
ラ

ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
求
め
ら
れ
る

も
の
で
あ
る
。
改
定
の
点
数
的

効
果
は
大
き
く
は
な
い
が
、
今

後
の
診
療
所
、
病
院
問
わ
ず
精

神
医
療
体
制
を
大
き
く
誘
導
し

て
行
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注

視
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

 

（
お
わ
り
）

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
京
都
ネ
ッ
ト
は
5
月

21
日
、
公
開
学
習
会
「
い
の
ち

に
関
わ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ　
生
活
は
ど

う
変
わ
る
？
」
を
開
催
し
、
49

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
、
行

き
過
ぎ
た
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
、
自
由
化
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
つ
い
て
情
報
発
信
を
続
け

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｍ
ネ
ッ

ト
理
事
の
神
田
浩
史
氏
。

　
神
田
氏
は
、
4
月
の
米
大
統

領
訪
日
、
5
月
の
閣
僚
会
合
で

も
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
合
意
に
至
ら
ず
、

こ
の
ま
ま
漂
流
す
る
の
か
、
日

米
で
組
ん
で
他
国
を
説
き
伏
せ

る
の
か
、
7
月
の
閣
僚
会
合
ま

で
が
大
事
な
時
期
だ
と
指
摘
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
点
に
つ
い
て

は
、
一
昨
年
12
月
の
衆
院
選
で

の
自
民
党
公
約
が
6
項
目
で
的

確
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
完
全

履
行
さ
れ
る
と
こ
れ
だ
け
の
こ

と
が
危
な
い
の
に
、
自
民
党
政

権
は
嬉
々
と
し
て
交
渉
を
行
っ

て
い
る
と
批
判
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
便
乗
し
て
進
ん
で

い
る
の
が
、
日
米
並
行
協
議
と

国
家
戦
略
特
区
。
関
西
圏
は
、

国
家
戦
略
特
区
で
医
療
や
労
働

規
制
の
緩
和
を
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
先
端
医
療
の
拠
点
を
つ

く
る
と
い
う
こ
と
は
良
い
面
も

あ
る
が
、
必
要
と
さ
れ
る
既
存

の
医
療
分
野
が
抑
制
さ
れ
る
面

も
あ
る
。
儲
か
る
先
端
医
療
に

シ
フ
ト
す
れ
ば
、
対
の
問
題
と

し
て
小
児
科
や
産
婦
人
科
、
過

疎
地
医
療
が
疎
か
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な

い
。
さ
ら
に
、
い
っ
た
ん
緩
和

し
た
も
の
を
強
化
し
よ
う
と
す

れ
ば
Ｉ
Ｓ
Ｄ
条
項
に
よ
り
訴
訟

を
起
こ
さ
れ
る
と
、
そ
の
危
険

性
を
説
明
し
た
。

　
ま
た
、「
国
益
」
を
口
実
に

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
り
「
無
国
籍
企

業
」
の
儲
け
の
た
め
に
短
期
的

な
経
済
利
益
だ
け
を
追
求
す
れ

ば
、
世
界
の
格
差
は
よ
り
深
刻

に
な
る
。
日
本
の
食
料
自
給
率

は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
13
％
程
度
に

低
下
す
る
と
農
水
省
は
試
算

（
現
在
39
％
）し
て
お
り
、日
本

は
米
を
年
間
7
0
0
万
ト
ン
輸

入
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
れ

は
世
界
の
米
貿
易
量
の
2
〜
3

割
に
あ
た
り
、
世
界
の
食
料
事

情
は
一
変
し
、
飢
餓
人
口
（
現

在
9
億
人
）
の
増
大
に
も
つ
な

が
る
。
ま
た
、
太
平
洋
を
挟
ん

で
今
以
上
に
モ
ノ
を
行
き
交
わ

せ
る
こ
と
は
環
境
指
標
を
軒
並

み
悪
化
さ
せ
る
。
こ
れ
以
上
、

南
北
問
題
（
他
所
か
ら
の
収
奪

構
造
）
や
環
境
問
題
（
将
来
世

代
へ
の
課
題
付
け
回
し
）
を
悪

化
さ
せ
な
い
視
点
も
重
要
だ
と

　
協
会
は
5
月
29
日
、
有
床
診

療
所
会
員
を
対
象
に
「
有
床
診

療
所
懇
談
会
」
を
開
催
。
14
人

が
出
席
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ

は「
有
床
診
療
所
の
入
院
料
、何

が
変
わ
っ
て
、
何
が
変
わ
っ
て

い
な
い
か
」
で
、
有
床
診
療
所

の
現
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
14
年

度
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
、

特
に
有
床
診
療
所
の
入
院
料
に

焦
点
を
当
て
、改
定
点
と
運
用・

管
理
に
当
た
っ
て
注
意
す
べ
き

点
、
入
院
料
改
定
全
体
に
占
め

る
有
床
診
療
所
点
数
の
位
置
付

け
等
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　
有
床
診
療
所
に
関
す
る
改
定

の
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
分
け
て

三
つ
。
①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
に
お
け
る
機
能
を
担
う
こ

と
を
入
院
料
で
評
価
②
看
護
補

助
配
置
加
算
の
新
設
③
管
理
栄

養
士
配
置
義
務
の
撤
廃
と
栄
養

管
理
実
施
加
算
の
再
設
定
―
と

し
た
上
で
、
①
に
つ
い
て
は
、

在
宅
復
帰
率
等
の
要
件
が
多
く

作
ら
れ
、
有
床
診
療
所
入
院
基

本
料
の
一
般
病
床
初
期
加
算
の

よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
受
け
入

れ
を
促
進
す
る
と
い
う
視
点
で

の
み
患
者
の
流
れ
を
作
る
の
で

は
な
く
、
患
者
を
送
り
出
す
側

に
も
テ
コ
入
れ
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、

有
床
診
療
所
は
在
宅
復
帰
率
等

の
計
算
対
象
と
な
る
受
け
入
れ

先
に
今
回
入
れ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
ま
だ
大
き
な
患
者
の
流
れ

に
乗
り
き
れ
て
い
な
い
―
等
と

解
説
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

設
置
義
務
化
に
向
け
た
総
務
省

地
域
包
括
ケ
ア
要
件
は
、
届
出

を
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、「
過

去
1
年
間
」
と
の
記
述
が
あ
る

要
件
に
つ
い
て
は
、
日
時
の
経

過
と
と
も
に
、
要
件
対
象
と
な

る
「
過
去
1
年
間
」
も
動
く
こ

と
と
な
る
の
で
、
常
に
管
理
が

必
要
で
あ
る
こ
と
。
②
に
つ
い

て
は
、
病
院
の
場
合
と
異
な

り
、
看
護
補
助
業
務
を
行
っ
て

い
る
者
（
療
養
病
床
除
く
）
で

あ
れ
ば
、
事
務
と
の
兼
務
で

あ
っ
て
も
「
1
人
」
と
し
て
数

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
③

に
つ
い
て
は
、
栄
養
管
理
実
施

加
算
が
、
管
理
栄
養
士
配
置
を

し
た
上
で
、
栄
養
管
理
計
画
を

策
定
す
る
等
、
患
者
ご
と
の
栄

養
管
理
を
行
っ
て
初
め
て
算
定

で
き
る
点
数
で
あ
る
こ
と
―
等

の
注
意
点
を
紹
介
し
た
。

　
ま
た
有
床
診
療
所
に
つ
い

て
、
管
理
栄
養
士
配
置
の
義
務

は
撤
廃
さ
れ
た
が
、
栄
養
管
理

体
制
等
、
入
院
料
算
定
の
前
提

と
な
る
五
つ
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
求
め
ら
れ
て
お

り
注
意
が
必
要
な
こ
と
。
さ
ら

に
14
年
度
の
入
院
料
改
定
で

は
、
新
設
さ
れ
た
療
養
病
棟
の

在
宅
復
帰
機
能
強
化
加
算
等
、

消
防
庁
「
有
床

診
療
所
・
病
院

火
災
対
策
検
討

部
会
」
の
状
況

を
話
題
提
供
し

た
。
議
論
の
方

向
性
を
注
視
す

る
必
要
が
あ
る

こ
と
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
設

置
義
務
を
検
討

し
て
い
る
省
庁

と
、
補
助
金
の

交
付
を
行
う
省

し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
太
平
洋
を
越
え

て
の
モ
ノ
、
カ
ネ
、
ヒ
ト
の
移

動
を
よ
り
盛
ん
に
す
る
こ
と
を

眼
目
と
す
る
も
の
で
、
結
果
と

し
て
そ
れ
を
「
で
き
る
人
」
と

「
や
ら
さ
れ
る
人
」
の
二
極
分

化
が
よ
り
一
層
進
む
。
私
た
ち

は
こ
れ
以
上
、
遠
く
の
モ
ノ
を

消
費
し
、
遠
く
の
カ
ネ
に
影
響

さ
れ
、
遠
く
の
ヒ
ト
と
競
争
す

る
こ
と
を
望
む
の
か
―
の
分
岐

点
に
立
っ
て
い
る
。
循
環
型
社

会
の
再
構
築
な
ど
地
域
社
会
の

見
直
し
を
通
じ
て
穏お

ん
ぽ
う豊
な
社
会

を
目
指
す
べ
き
と
強
調
し
た
。

　
近
畿
厚
生
局
京
都
事
務
所
は

6
月
4
日
現
在
の
施
設
基
準
届

出
受
理
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
。
14
年
4
月
診
療
報
酬

改
定
後
、初
の
公
表
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
主
治
医
機

能
を
評
価
し
た
と
さ
れ
新
設
さ

れ
た
再
診
料
の
加
算
点
数
で
あ

る
「
地
域
包
括
診
療
加
算
」
の

届
出
受
理
は
3
1
0
診
療
所
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
全
て
の
診

療
所
が
算
定
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
一
方
、
同
じ
主
旨
で
あ
り

な
が
ら
包
括
点
数
で
あ
る
「
地

域
包
括
診
療
料
」
の
届
出
受
理

が
府
内
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も

分
か
っ
た
。

　
ま
た
入
院
料
関
係
で
は
、
施

設
基
準
要
件
の
強
化
に
よ
り

「
一
般
病
棟
7
対
1
入
院
基
本

料
」
が
維
持
で
き
な
く
な
っ
た

病
床
や
、
経
過
措
置
と
な
っ
て

い
る
「
亜
急
性
期
入
院
医
療
管

理
料
」
病
床
の
受
け
皿
で
新
設

さ
れ
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料・入
院
医
療
管
理
料
1
」

が
3
病
院
に
留
ま
り
、「
同
入

院
料
・
入
院
医
療
管
理
料
2
」

の
届
出
受
理
は
な
か
っ
た
。
こ

れ
に
対
し
て
「
亜
急
性
期
入
院

医
療
管
理
料
」
の
ま
ま
残
っ
て

い
る
病
院
は
17
病
院
あ
り
、
病

床
移
行
が
ま
だ
様
子
見
の
状
況

に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
そ
の
他
、
高
度
急
性
期
病
床

を
想
定
し
た
「
総
合
入
院
体
制

加
算
1
」
の
届
出
受
理
は
な

か
っ
た
。
な
お
「
同
加
算
2
」

は
8
病
院
で
あ
っ
た
。
ま
た
点

数
が
独
立
し
た
「
看
護
職
員
夜

間
配
置
加
算
」
の
届
出
受
理
は

な
く
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
施
設

基
準
の
上
位
点
数
と
し
て
設
定

さ
れ
た
「
診
療
録
管
理
体
制
加

算
1
」
が
24
病
院
、「
医
師
事

務
作
業
補
助
体
制
加
算
1
」
が

26
病
院
、「
特
定
集
中
治
療
室

管
理
料
1
」
が
1
病
院
、「
同

管
理
料
2
」
が
1
病
院
、「
ハ

イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管

理
料
1
」
が
2
病
院
と
い
う
状

況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

地域包括診療料はゼロ

地域包括診療加算
310診療所が届出

庁
と
が
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な

い
た
め
、
複
数
の
角
度
か
ら
情

報
収
集
が
必
要
な
こ
と
。
設
置

に
当
た
っ
て
は
、
補
助
金
額
を

見
越
し
た
必
要
以
上
の
見
積
も

り
を
出
す
業
者
も
い
る
と
の
こ

と
で
、
業
者
選
定
も
重
要
で
あ

る
こ
と
―
等
を
情
報
提
供
し

た
。
出
席
者
か
ら
は
、
有
床
診

療
所
は
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

義
務
と
す
る
方
向
で
議
論
が
進

ん
で
お
り
、
標
榜
科
等
に
よ
っ

て
は
義
務
化
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
場
合
に
除
外
さ
れ

る
の
か
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
関

心
が
集
ま
っ
て
い
た
。

2014

改定こうみる 7

診療報酬

精
神
科 

京
都
精
神
科
医
会
理
事
　
中
嶋 

章
作

多
剤
投
与
等
の
減
算
目
立
つTPPに左右されない地域づくりを

強調した講師の神田氏

便乗して進む「特区」に警鐘
神田氏を講師にTPP学習会

14
年
度
入
院
料
改
定
で
有
床
診
懇
談
会
開
く

「
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
義
務
化
」 で
話
題
提
供
も

第653回 社会保険研究会
クラウドシステムを利用した在宅医療連携
講　師 在宅医ネットよこはま代表
 オカダ外科医院　
 院長　岡田 孝弘 氏
日　時 7月19日（土） 午後４時～６時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
主　催 京都府保険医協会
　※参加は無料、事前申込は不要です。
　※日医生涯教育講座対象の研究会です。

2 0 1 4 年 (平成 2 6 年) 6 月 2 0 日第 2 8 9 6 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 2 )毎月 5日･20日･25日発行



　
Ｑ
、
短
期
滞
在
手
術
等
基
本

料
の
留
意
事
項
通
知
に
「
短
期

滞
在
手
術
等
基
本
料
は
、
当
該

患
者
が
同
一
の
疾
病
に
つ
き
、

退
院
の
日
か
ら
起
算
し
て
7
日

以
内
に
再
入
院
し
た
場
合
は
算

定
し
な
い
」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
再
入
院
時
の
費
用
は

（
60
歳
代
後
半
男
性
）

〈
事
故
の
概
要
と
経
過
〉

　
頸
部
や
四
肢
等
が
麻
痺
す
る

と
の
こ
と
で
他
院
の
紹
介
に
よ

り
、
頚
椎
骨
軟
骨
症
治
療
の
目

的
で
入
院
し
た
。Ｃ
3

－

Ｃ
7

に
か
け
て
全
身
麻
酔
下
で
頚
椎

前
方
固
定
術
を
施
行
し
た
。
麻

酔
は
セ
ボ
フ
レ
ン
を
使
用
。
手

術
は
麻
酔
を
開
始
し
て
、
約
4

時
間
で
無
事
終
了
し
た
が
、
帰

室
後
、
呼
吸
停
止
と
な
り
意
識

レ
ベ
ル
3
0
0
（
Ｊ
Ｃ
Ｓ
）
と

な
っ
た
。
更
に
心
停
止
を
来
た

し
、
看
護
師
が
2
人
で
心
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
施
行
し
て
、
5
分
後

に
は
心
拍
再
開
し
た
が
再
度
心

停
止
を
来
し
た
。
再
度
の
心

マ
ッ
サ
ー
ジ
で
心
拍
は
再
開
さ

れ
た
が
、
医
師
に
よ
り
気
管
切

開
が
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
も

患
者
の
状
態
は
一
進
一
退
で
数

日
後
に
死
亡
し
た
。
な
お
、
患

者
は
糖
尿
病
患
者
で
あ
っ
た
。

　
遺
族
は
喀
痰
吸
引
の
た
め
の

再
挿
管
の
困
難
が
予
見
さ
れ
る

の
だ
か
ら
、
十
分
な
治
療
態
勢

を
採
る
べ
き
と
こ
ろ
を
怠
っ
た

と
し
て
訴
訟
を
申
し
立
て
た
。

　
医
療
機
関
側
と
し
て
は
、
患

者
死
亡
時
に
Ｃ
Ｔ
撮
影
や
病
理

解
剖
を
強
く
勧
め
た
が
拒
否
さ

れ
た
の
で
、
死
因
が
確
定
で
き

な
か
っ
た
。
死
亡
診
断
書
に
は

急
性
呼
吸
不
全
（
窒
息
）
と
や

む
を
得
ず
記
載
し
た
が
、
喀
痰

に
よ
っ
て
窒
息
死
し
た
可
能
性

は
極
め
て
低
く
、
可
能
性
と
し

て
は
脳
出
血
が
最
も
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。
脳
出
血
で
あ
れ

ば
、
患
者
の
救
命
は
不
可
能
で

あ
り
、
患
者
容
態
が
急
変
し
て

か
ら
の
救
命
処
置
も
挿
管
が
困

難
で
あ
り
、
や
や
時
間
が
か

か
っ
た
こ
と
は
認
め
る
が
過
誤

と
判
断
で
き
る
要
素
は
な
い
。

更
に
手
術
に
関
し
て
も
問
題
は

認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て

医
療
過
誤
は
無
い
と
主
張
し

た
。 

　
紛
争
発
生
か
ら
解
決
ま
で
約

1
年
7
カ
月
間
要
し
た
。

〈
問
題
点
〉

　
医
療
機
関
側
の
主
張
と
治
療

経
過
の
デ
ー
タ
で
は
、
当
初
は

医
療
機
関
側
に
過
誤
は
認
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
患
者
側
の
主
張

す
る
喀
痰
の
問
題
は
、
医
学
的

に
考
え
る
と
死
因
と
は
考
え
難

い
。
確
定
は
で
き
な
い
が
脳
出

血
に
よ
る
呼
吸
停
止
に
よ
る
死

亡
と
推
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
、
訴
訟
後
に
誤
嚥
性
肺
炎
で

あ
る
こ
と
を
当
該
医
師
が
発
言

し
て
い
る
の
を
テ
ー
プ
に
録
音

さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
証
拠
と

さ
れ
た
為
に
、
医
療
機
関
側
が

不
利
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

〈
解
決
方
法
〉

　
医
療
機
関
側
は
一
部
過
誤
を

認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
和

解
金
を
支
払
い
裁
判
が
和
解
で

終
結
し
た
。

Ｅ

Ｂ

Ｍ

に

基

づ

か

な

い

医
師
の
一
言
で
裁
判
が
不
利
に
…

　
は
あ
〜
〜
〜
〜
〜
〜
↙
↙
↙

　
か
つ
て
私
は
保
険
医
協
会
発

行
の
『
原
発
廃
止
に
向
け
て
』

2
0
0
2
年
8
月
と
い
う
小
冊

子
（
10
年
5
月
改
定
）
に
、
一

般
素
人
の
考
え
る
原
発
消
極
的

容
認
の
理
由

≒肯
定
論
を
、
向

こ
う
見
ず
に
も
否
定
論
者
の
科

学
者
（
小
出
裕
章
氏
）
と
討
論

す
る
形
で
書
か
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
初
版
の
あ
と

が
き
で
、〝
先
進
国
で
軽
水
炉

の
大
事
故
で
も
な
い
限
り
人
類

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
浪
費
癖
は
治
る

ま
い
＝
原
発
は
存
続
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
将
来
の
全
地
球
環
境

を
正
し
く
考
え
ら
れ
、
一
般
庶

民
の
価
値
観
を
変
え
ら
れ
る
よ

う
な
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
持
っ
た
教
育
者
・
科
学
者
そ

し
て
政
治
家
が
出
現
す
る
こ
と

を
切
望
す
る
〞
と
の
意
見
を
述

べ
ま
し
た
。

後
、
当
事
国
で
あ
る
我
が
国
で

は
徐
々
に
し
り
す
ぼ
み
と
な

り
、
不
思
議
な
こ
と
に
今
で
は

〝
反
原
発
＝
ダ
サ
イ
・
ウ
ザ
イ
〞

と
い
っ
た
風
潮
さ
え
作
り
上
げ

ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
思
え

ま
す
。

　
政
治
面
か
ら
見
て
も
政
権
交

ま
せ
ん
。
輸
出
に
も
前
向
き
で

す
。
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
イ
ク
ル

実
用
化
と
い
う
無
謀
な
夢
も
捨

て
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
先
日
、
内
閣
府
の
行
っ

た
避
難
解
除
予
定
地
域
に
お
け

る
個
人
被
曝
線
量
調
査
の
結
果

が
、
予
想
よ
り
高
か
っ
た
と
い

う
情
け
な
い
理
由
で
非
公
表
と

な
っ
た
と
い
う
報
道
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
政
府
や
東
電
に
よ
る

都
合
の
悪
い
デ
ー
タ
の
矮
小

化
・
隠
蔽
・
改
竄
は
枚
挙
に
暇

が
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ

う
。
現
在
も
汚
染
水
は
貯
ま
り

続
け
て
お
り
（
放
射
性
物
質
の

漏
出
は
続
い
て
い
る
）、
収
束

な
ど
し
て
い
な
い
の
は
明
ら
か

で
す
。
こ
ん
な
有
様
な
の
に
衆

議
院
選
挙
や
東
京
・
京
都
の
知

事
選
の
よ
う
に
原
発
問
題
は
選

挙
の
重
要
争
点
か
ら
意
図
的
に

外
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　
原
発
問
題
に
つ
い
て
教
え
て

い
た
だ
き
、
あ
の
忌
ま
わ
し
い

事
故
の
後
は
心
な
ら
ず
も
全
国

的
に
有
名
に
な
ら
れ
て
し
ま
っ

た
小
出
裕
章
助
教
は
〝
私
は
政

治
に
は
全
く
期
待
し
ま
せ
ん
〞

と
言
い
切
っ
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
政
治
に
期
待
せ
ね
ば
何
も

進
ま
な
い
の
に
と
、
当
時
少
々

訝
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

私
も
よ
う
や
く
悟
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
や
は
り
原
子
力
問
題
に
関
し

て
は
、
政
治
に
は
期
待
で
き
な

い
の
だ
な
と
…
。
残
念
な
が
ら

破
滅
的
な
事
故
が
起
こ
っ
て

も
、
日
本
人
の
価
値
観
は
変
わ

ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
（
？
）
我
々
に
は
、

客
観
的
事
実
を
粛
々
と
発
信
し

続
け
る
し
か
術
が
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
環
境
対
策
委
員
長

 

武
田 

信
英
）

出
来
高
で
算
定
す
る
と
い
う
意

味
な
の
か
、
再
入
院
時
の
費
用

は
も
ち
ろ
ん
、
す
で
に
算
定
し

た
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
も

算
定
し
直
し
、
出
来
高
で
算
定

す
る
と
い
う
意
味
な
の
か
、
ど

ち
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
Ａ
、
再
入
院
時
の
費
用
に
つ

い
て
は
出
来
高
で
算
定
す
る
と

い
う
意
味
で
す
。
一
方
、
7
日

を
超
え
た
日
に
（
短
期
滞
在
手

術
等
が
目
的
で
）
再
入
院
し
た

場
合
は
、
再
入
院
時
の
費
用
も

短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
の
算

定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
厚
労
省
の
2
0
1
4

（
平
成
26
）年
6
月
2
日
付「
疑

義
解
釈
資
料
の
送
付
に
つ
い
て

（
そ
の
7
）」の
問
6
に
、関
連

す
る
Q
&
A
が
出
て
い
ま
す
の

で
、合
わ
せ
て
ご
参
照
下
さ
い
。

　
あ
ろ
う
こ
と
か

こ
の
破
滅
的
な
大

事
故
が
、
我
が
日

本
で
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す

（
地
震
・
津
波
が

原
因
の
、
成
る
べ

く
し
て
な
っ
た
も

の
と
も
言
え
ま
す

が
）。
こ
の
直
後

に
は
全
世
界
で
反

原
発
運
動
が
大
き

な
う
ね
り
と
な
り

拡
が
り
、
実
際
に

原
発
廃
止
を
決
定

し
た
国
家
も
複
数

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
そ
の

代
後
は
、
更
に
容

認
・
推
進
傾
向
と

な
っ
て
お
り
、
原

子
力
規
制
委
員
会

の
人
事
案
で
も
、

そ
れ
は
明
ら
か
で

す
。

　
原
発
は
最
新
の

基
本
エ
ネ
ル
ギ
ー

計
画
で
重
要
な

ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電

源
と
規
定
さ
れ
、

経
済
三
団
体
も
再

稼
働
の
加
速
を
訴

え
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
廃
炉
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は

全
く
示
さ
れ
て
い

Sigh deeply…

再
入
院
時
の
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料
に
つ
い
て

代
議
員
・予
備
代
議
員

 

補
選
の
公
示

補選結果の報告
代議員・予備代議員

西 京

乙 

訓

　
西
京
医
師
会
選
出
の
代
議

員
・
予
備
代
議
員
に
欠
員
が

生
じ
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も

な
い
京
都
府
保
険
医
協
会
選

挙
規
定
第
32
条
1
項
に
よ

り
、
代
議
員
・
予
備
代
議
員

の
補
欠
選
挙
の
公
示
を
次
の

通
り
行
い
ま
す
。

　

▽
公
示
日
＝
2
0
1
4

年
6
月
20
日
（
金
）

　
▽
締
切
日
時
＝
6
月
27
日

（
金
）
午
後
4
時

　
▽
定
　
員
＝
代
議
員
4

人
、
予
備
代
議
員
5
人

　
▽
任
　
期
＝
2
0
1
5
年

4
月
30
日
ま
で

　
▽
立
候
補
届
出
方
法
＝
立

候
補
さ
れ
る
方
は
所
定
の

「
立
候
補
届
出
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
締
切
期
日
ま
で
に
当
該

医
師
会
長
ま
た
は
本
協
会
事

務
局
気
付
、
京
都
府
保
険
医

協
会
代
議
員
会
議
長
ま
で
ご

提
出
下
さ
い
。

　
立
候
補
届
出
書
は
本
協
会

事
務
局
に
用
意
し
て
い
ま

す
。
ま
た
当
該
医
師
会
長
宛

に
も
送
付
し
て
い
ま
す
。

環
境
問
題

環
境
問
題

122

　
乙
訓
医
師
会
選
出
の
代
議
員
・
予
備
代
議

員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙
を
行
い
ま
し
た
と

こ
ろ
、
立
候
補
者
数
は
定
数
以
内
で
し
た
の

で
、
京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定
第
2
章

第
31
条
に
よ
り
、
無
投
票
当
選
人
と
決
定
し

ま
し
た
。
任
期
は
2
0
1
5
年
4
月
30
日
ま

で
。 

（
敬
称
略
）

　【
代
議
員
】

　
　
馬
本 

郁
男
、
窪
田 

小
弓

　
　
平
井 

幹
二

　【
予
備
代
議
員
】

　
　
下
尾 
和
敏
、
海
老
澤 

哲
也

　
　
髙
畑 
龍
一
、
森
田　
聖

保険医協会の

医師賠償責任保険
個人情報漏えい保険
介護福祉事業者等賠償責任保険

　新規ならびに自動継続でご加入いただいたみなさまに、2014年度（14年４月１日～15年
４月１日）の加入者カードを６月上旬にお届けしました。記載内容等に不備がある場合は、
京都府保険医協会までご連絡下さい。
　加入内容について、４月１日以降の変更は反映されていない場合がありますのでご了承下
さい。すでにお申し出いただいた変更・訂正分は、あらためて加入者カードを送付しますの
で、いましばらくお待ち下さい。

　医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必須です。保
険医協会の保険は会員のみなさまからのニーズにお応えし
て、多様な補償をご用意しています。

お問い合わせは
京都府保険医協会

まで

◆ A 型〈開設者が日医A1会員の個人診療所〉：6,896 円
◆ C 100型〈法人診療所または非日医会員開設の個人診療所〉：80,624 円（無床）
◆ E 100型〈非日医会員の勤務医師〉：40,664 円
◆ F 型〈日医会員の勤務医師〉：6,016 円

加入者カード・加入証明書をお届けしました

いつでも加入、型変更ができます

医賠責保険〈年間保険料〉下記以外の型もご用意しています

万一の際の
サポート力が違いま

す！
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事
故
調
の
い
う

「
予
期
せ
ぬ
？
死
亡
」に
備
え
て99



　各界において「ガイドライン」論議は花盛りである。安倍首相
は、憲法を改正しないで解釈で集団的自衛権の行使容認を取り付け
ようとやっきである。それは日米両政府が年内の完了を掲げた日米
防衛協力指針（ガイドライン）の再改定に向けた準備のようだ。
　医療訴訟においても各科の学会が発表する「ガイドライン」は、
医師の行うべき標準的医療行為の内容と実施の指針を示している。
裁判所が医師の過失の有無を判断する際の医療水準がどのようなも
のであるかを知るのに格好の資料だ。医師の過失の判定には、医学

専門的知見が当然必要で
ある。まずは医学専門書や
雑誌などであるが、「ガイ
ドライン」があれば、大変
に便利である。
　しかし、現実には、「ガ
イドライン」を作成する人
は、その科目の医学専門的
研究者や医師達であるが、
臨床医療の経験年数が必

ずしも十分でない医師を含む場合もないとはいえない。「ガイドラ
イン」は訴訟に利用されることを前提とせず、また予測もされてい
ないために、裁判所へ提出されてはじめて、予期もしなかった波紋
をもたらすことがある。そこで、ガイドラインによっては、研修教
材用として作成されたもので、医事紛争や医療訴訟の判断には本書
を鵜呑みにすることなく、規範とすべき努力目標の一つと捉えてほ
しい旨を、わざわざ断り書きしているものも多い。2000年４月１
日、骨髄性白血病治療のための末梢血幹細胞移植（ＰＢＳＣＴ）に
ついて、「同種末梢血幹細胞の採取に関するガイドライン」が、関
係学会から突然公表されたことがあった。しかし、それは、移植医
療につき本来あるべき包括的な法の整備や患者保護の視点をなおざ
りにされたままの日本の移植医療に対して刃を突きつけたようなも
のであった。
　読んでみると実践医療の実際を知らないのではとしか思えない実
施不可能な高度な医療水準の提言を含むものであった（例えば、ド
ナーとレシピエントの主治医は兼ねてはいけない。ドナーに対する
短期・長期フォロ－アップ調査義務など）。その背景には厚労省が
同日付けで同移植の診療報酬に初めて健康保険を適用することを決
めたことが関係ありと分かった。あたふたと関係学会に連絡して骨
髄性白血病の治療法としての末梢血幹細胞移植（ＰＢＳＣＴ）法を
認知したことを、内外に公表・喧伝するためであったと知れた。
　そのように現場の医師達には、直ちに適用困難な基準も幾つか
あった。ドナーに対する細部にわたる説明義務や同意書の取り付け
など円滑にはいかないことがままあったのだ。そうこうする内に、
移植患者死亡の事例が出た。患者、家族の承諾、同意を巡って訴訟
となった。当然、患者側弁護士は「ガイドライン」の文言に拘り、病院
側の過失責任を問責した。裁判所でやむなくの和解解決となった。

医療訴訟における　　　

「ガイドライン」について

　
2
0
1
4
年
度
も
府
内
各
地

で
子
育
て
支
援
医
療
費
の
制
度

拡
充
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
伊

根
町
は
す
で
に
4
月
か
ら
高
校

生
ま
で
の
負
担
を
な
く
す
（
中

学
生
ま
で
現
物
、
高
校
生
は
償

還
）
変
更
を
行
っ
た
。
8
月
に

は
京
田
辺
市
が
中
学
生
ま
で
の

現
物
給
付
で
の
制
度
と
す
る
こ

と
や
、
9
月
以
降
で
は
宇
治

市
、城
陽
市
、綾
部
市
、舞
鶴
市

で
そ
れ
ぞ
れ
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
府
制
度
（
現
在
は
小
学
生
ま

で
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
4
月

に
行
わ
れ
た
府
知
事
選
で
も
課

題
の
一
つ
と
さ

れ
、
山
田
知
事

は
「
中
学
生
ま

で
の
対
象
拡
大

に
つ
い
て
市
町

村
と
の
検
討
を

進
め
る
」
と
公

約
し
て
お
り
、

今
後
の
動
向
が

注
目
さ
れ
る
。

　
訂
正　
本
紙

2
8
9
4
号

（
メ
デ
ィ
ペ
ー

パ
ー
京
都
1
7

9
号
）
の
「
京

都
府
内
に
お
け

る
乳
幼
児
医
療

　
新
規
開
業
を
考
え
て
い
る
勤

務
医
を
対
象
に
、
協
会
は
「
新

規
開
業
予
定
者
の
た
め
の
講
習

会
」
を
5
月
18
日
に
開
催
し

た
。共
催
は
有
限
会
社
ア
ミ
ス
。

　
第
1
講
目
は
、「『
雇
わ
れ
る

立
場
』
か
ら
『
雇
う
立
場
』
へ

―
初
め
が
肝
心
！
ス
タ
ッ
フ
雇

用
の
留
意
点
」
を
河
原
義
徳
特

定
社
会
保
険
労
務
士
が
講
演
。

　
第
2
講
目
は
、
た
ば
た
皮
フ

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
田
端
康

一
氏
よ
り
、
自
身
の
経
験
を
振

り
返
っ
て
、
開
業
地
の
選
定
方

法
や
、
従
業
員
雇
用
で
悩
ん
だ

こ
と
、
自
身
の
診
療
方
針
な
ど

に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の
経
験
か

ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
最
後
に

北
村
理
事
か
ら
、
地
区
医
師
会

へ
の
入
会
に
つ
い
て
の
留
意
点

お
よ
び
協
会
共
済
制
度
や
そ
の

他
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

採
用
時
の
留
意
点
を
解
説

　
河
原
氏
は
、
募
集
す
る
際
に

決
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
や
、
面
接
で
あ
ら
か
じ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
、
診
察
室
を

複
数
作
り
、
自
分
が
動
く
こ
と

で
患
者
さ
ん
を
効
率
的
に
診
察

す
る
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
。

子
ど
も
の
患
者
が
多
い
の
で
、

お
母
さ
ん
が
授
乳
で
き
、
化
粧

直
し
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
な
ど
待
合
室
は
広
く
し
た

こ
と
。し
か
し
、内
装・デ
ザ
イ

ン
は
お
し
ゃ
れ
な
感
じ
を
避
け

た

－

な
ど
、工
夫
し
た
点
を
述

べ
た
。

　
一
方
で
、
ス
タ
ッ
フ
採
用
は

開
業
し
て
か
ら
5
年
で
一
番
の

悩
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
患
者
が
増
え
て
忙
し
く
な

る
と
不
満
が
出
て
く
る
。
こ
れ

は
時
給
を
上
げ
て
も
解
決
し
な

い
。
夜
に
患
者
が
多
い
が
人
員

確
保
が
難
し
い
と
雇
用
管
理
の

難
し
さ
に
つ
い
て
述
べ
、
長
続

き
す
る
人
は
ま
じ
め
で
協
調
性

が
あ
り
、
譲
れ
る
人
が
良
い
と

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。

信
頼
関
係
構
築
に
腐
心

　
最
後
に
、
医
学
的
な
こ
と
だ

け
で
は
患
者
さ
ん
は
納
得
し
て

く
れ
な
い
。
感
情
的
に
納
得
し

て
も
ら
え
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
。
治
療
の
質
を
高
め
て
口

コ
ミ
で
患
者
が
集
ま
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。
口
コ
ミ
で
集

ま
っ
て
く
れ
た
患
者
は
信
頼
し

て
く
れ
る
の
で
治
療
も
う
ま
く

い
く
。
患
者
さ
ん
に
気
分
よ
く

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
い

つ
も
に
こ
や
か
に
し
て
い
る
こ

と
な
ど
自
身
の
心
が
け
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
た
。

新
規
開
業
予
定
者
の
た
め
の
講
習
会
開
く

に
位
置
し
て
い
る
の
で
集
患

に
貢
献
す
る
と
思
い
決
定

し
、
そ
れ
が
奏
功
し
て
患
者

も
増
え
、
駅
構
内
や
道
路
沿

い
の
看
板
は
不
要
に
な
っ
た

こ
と
な
ど
を
話
し
た
。

　
ま
た
、
診
療
所
設
計
の
コ

費
の
変
遷
」
の
中
で
、
14
ペ
ー

ジ
の
府
内
の
動
向
（
表
）
に
お

け
る
「
綾
部
市
」
の
記
載
に
誤

記
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は

表
の
と
お
り
中
学
生
の
入
院
を

現
物
給
付
で
拡
充
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
雇
用
を
中
心
に
解
説

基金
国保

９日
（水）

10日
（木） 労災

10日
（木）

○ ◎ ◎

7月のレセプト受取・締切

○は受付窓口設置日、◎は締切日（オンライン請求の場合は24:00迄）。
　受付時間：基金  午前９時～午後５時30分
　　　　　　国保  午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　労災  午前９時～午後５時

14年度も府内各地で拡充

　
協
会
の
提
携
リ
ー
ス
と
は

関
係
の
な
い
他
社
リ
ー
ス
の

契
約
で
、
医
療
機
器
の
リ
ー

ス
契
約
を
結
ん
だ
際
に
、
納

品
さ
れ
て
い
な
い
医
療
機
器

が
リ
ー
ス
し
て
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
業

者
が
リ
ー
ス
対
象
の
医
療
機

器
を
引
き
上
げ
た
り
し
て
い

る
、
と
い
う
情
報
が
会
員
よ

り
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
先
生
に
は
、
今
一

度
、
リ
ー
ス
物
件
と
契
約
書

の
内
容
を
確
認
下
さ
い
。

京
都
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
4

総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

理
念
と
実
践

　
日
　
時　
7
月
21
日
（
土
）

午
後
2
時
〜
5
時

　
場
　
所　
京
都
府
立
医
科
大

学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ル

　
参
加
費　
1
0
0
0
円
（
事

前
申
込
不
要
）
※
研
究
会
会
員

は
無
料

　
内
　
容　
特
別
講
演
「
総
合

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念

と
実
践

－

誰
も
が
安
心
し
て

住
み
慣
れ
た
地
域
に
住
み
続
け

る
た
め
に

－

」
講
師
・
澤
村

誠
志
氏
（
兵
庫
県
立
総
合
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
名
誉
院
長
、
兵
庫
県
社

会
福
祉
事
業
団
顧
問
）、
座
長・

並
河
茂
氏
（
が
く
さ
い
病
院
）

／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（
澤
村
誠
志
氏
、
武
澤
信
夫

氏
、
西
尾
健
氏
）／
指
定
発
言

①
京
都
府
の
現
状　
武
澤
信
夫

氏
（
京
都
府
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）、

②
京
都
市
の
現
状　
西
尾
健
氏

（
京
都
市
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
）、

座
長
・
垣
田
清
人
氏
（
京
都
大

原
記
念
病
院
）、
冨
田
素
子
氏

（
京
都
博
愛
会
病
院
）

　
主
　
催　
京
都
地
域
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
事
務
局

（
が
く
さ
い
病
院
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
部
☎
0
7
5
・

7
5
4
・
7
1
1
1
（
代
表
））

め
伝
え
て
お
く
べ
き
こ
と
、
採

用
に
あ
た
っ
て
、
一
人
し
か
応

募
が
な
く
て
も
妥
協
し
な
い
な

ど
の
選
考
基
準
、
最
近
の
求
人

事
情
と
し
て
看
護
師
や
受
付
事

務
の
時
給
相
場
な
ど
を
情
報
提

供
し
た
。
ま
た
、
試
用
期
間
の

重
要
性
や
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
と
き
に
重
視
さ
れ
る
就
業
規

則
の
重
み
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

ス
タ
ッ
フ
採
用
は
悩
み

　
田
端
氏
は
、
す
で
に
開
業
し

て
い
る
後
輩
の
診
療
所
を
見
学

し
、い
ろ
い
ろ
リ
サ
ー
チ
し
た

こ
と
が
役
立
っ
た
こ
と
。
立
地

は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
横

子育て支援医療費

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

リ
ー
ス
ト
ラ
ブ
ル
に

莇
　 
立 
明
（
弁
護
士
）

医
療
訴
訟
の
傾
向
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

⑤

経
験
を
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
田
端
氏
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